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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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5,550 4,000

高校入学から卒業まで「3つの方針」に基づく一貫性を持った理念
による教育を行うため、入試、評価法、学力向上について外部有
識者を含む検討会を設置し長野県教育の方向性を検討

1.00 0 2,330 0

グローバル時代に対応する地域に根ざした人材を育成するための
事業の実施

1.00 222,404 212,397 210,043

合計 8.50 418,354 467,649 402,724

25,560

信州学研究推進委員会や生徒の積極的・自立的取組を支援する
ための学びの場「信州学高校生アソシエーション」の設置

1.00 12,899 7,086 6,795

理系人材を育成するための科学オリンピアン育成講座の開催や国
内・海外研修に係る経費の補助等を実施

1.00 24,083 25,560

大学入試改革・高大接続システム改革に対応するための研究協議
会開催、学力向上検討部会及び入試問題等検討部会の設置

0.50 16,540 13,214 9,732

様々なスキル向上に向けて、地域又は県内の高校生を県全体で
育てる取組を普及させるための学校間連携の取組支援

0.50 0

33,365

21世紀型学力の育成を図るカリキュラム編成及び学び直しの充実
を図るための非常勤講師の配置

0.70 100,223 113,002 98,881

探究的な学びを通して社会的・職業的自立に向けた資質・能力を
育むための事業を実施

1.00 27,901 69,990

6,095

ＰＢＬによる「探究的な学び」の実施 1.00 9,164 8,253 8,253

授業改善を推進する上で必要な教育課程の研究及び情報共有の
ための教育課程研究協議会、教育課程研究委員会の実施

0.80 5,140 10,267

30年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 30年度　実施内容

職員数 29年度
細事業名

予算要求からの主な変更点

（キャリア教育推進事業）他事業を活用するとともに、対象校数を必要最低限とし、需要費等を減額
（カリキュラム編成支援事業）生徒数の減をふまえ、授業時間数を減
（高大接続改革対策支援事業）日数や教員数などを見直し、旅費等を減額
（３つのポリシー実効化推進事業）他事業の中で工夫することとし、計上見送り

473,950

成果指標
設定理由

H30年度に実施する外部有識者を含めた検証会議の場において、適正な事業評価指標を設定する必要があり、現時点では未定である。

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 71,226 71,226 71,226 71,226

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

467,649 402,724

 決　　算　　額（B） 375,505

概　算
人　件

費

 職員数（人） 9 9

 概算事業費（B（A）+C） 446,731 489,580 538,875

9 9

　その他 21,806 24,544 25,007 25,007

55,509

　県　債 0 0 0 0

1 H30年度に設定する 未定

Aの
財源

　一般財源 311,757 322,718 387,086 322,208

　国庫支出金 92,495 71,092 55,556

予
算
額 補正予算 6,430 0

合計（A) 426,058 418,354

当初予算 396,625 418,354 467,649 402,724 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度前年度繰越 23,003 0

教育委員会事務局

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進

課・室 教学指導課

実施期間 H30 E-mail

目指す姿

・多様な学びの場、協働学習・ＰＢＬ・高校間連携・高大連携等の学びの仕組みを通じて、いわゆる「21世紀型学力」が育成され、すべての生
徒が「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」及び「主体性を持って多様な人々と協働的に学ぶ態度」をバランスよく身に付けることを保障
する。
・希望する進路実現に必要とされる「確かな学力」・「生きる力」を身に付けるとともに、グローバルに考え世界及び地域で活躍する意識を持
つことができる生徒を育成する。

（主な実施内容：　　ＰＢＬプラットフォーム支援事業、キャリア教育推進事業、高大接続改革対策支援事業、グローカル人材育成事業など）

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保

1-2 地域とともに取り組む楽しい学校づくり

事業番号 15 05 01 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・グローバル化が急速に進展し、不確実性を特徴とする社会を生き抜くために求められる課題発見力、
課題解決力、発信力、異文化理解・協働力、創造力等のいわゆる「21世紀型学力」を、新学習指導要領
（2018年３月告示予定）の内容及び方向性を踏まえ、「探究的な学び」により様々な場面において育成し
ていく必要がある。

30年度予算額 402,724 千円

職員数 8.50 人

kyogaku@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 「探究的な学び」推進事業費
部局

高校アライアンス支援事業費

高大接続改革対策支援事業費

「信州学」推進事業費

科学教育推進事業費

カリキュラム編成支援事業費

キャリア教育推進事業費

PBLプラットフォーム支援事業費

教育課程改善推進事業費

グローカル人材育成事業費

３つのポリシー実効化推進事業費

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善

mailto:kyogaku@pref.nagano.lg.jp

